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表1
日常的な商品探索に関する質問項目および認知過程に関する質問項目の記述統計
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表2
商品および年齢群別の商品親和性回答者数とサイン一致評定に関する記述統計
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注）商品名とサインラベルとの一致不一致について6件法で尋ねた項目について，年齢群と商品の2要因分散分析を行った結果，年齢群の主効果は有意ではなかったが（F(1, 58) = 0.340, p = .562, η2 = .002），商品の主効果が有意であり（F(3, 174) = 39.627, p < .001, η2 = .259），セルベール，温泡，ウナクール，ヘパリーゼの順に一致度が高いことが分かった．年齢群と商品の交互作用も有意であり（F(3, 174) = 3.926, p = .010, η2 = .026），年齢群別に検討すると，若年者群では，セルベールと温泡の一致度が高く，ウナクールとヘパリーゼの一致度が低いという傾向が確認され，高齢者群では，セルベールと温泡の一致度が高く，ヘパリーゼは一致度が低い傾向が確認された（ps < .001）．
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来店頻度（

6

件法）

3.2331.2233.9680.706

普段の商品探索方法（

6

件法）

サイン（看板）を見て探す

5.2000.1855.7420.182

お店の中をぐるぐると探す

3.7670.2394.8710.235

お店の人に尋ねる

4.8670.2143.5810.210

普段の商品探索における困り経験（

6

件法）

4.2000.9614.6450.877

失敗傾向質問紙

アクションスリップ（

60

点満点）

34.7335.72341.6006.946

認知の狭小化（

54

点満点）

28.3676.05434.3236.799

衝動的失敗（

36

点満点）

15.1003.22015.2584.343

日本版後悔・追及者尺度

追及因子得点（

48

点満点）

30.5774.34731.0326.390

視覚探索課題成績（

36

点満点）

33.9002.20334.2582.516

高齢者若年者
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はいいいえ平均値標準偏差

セルベール高齢者

9215.067(1.048)

若年者

7235.400(0.675)

温泡高齢者

5254.367(1.564)

若年者

2284.767(1.478)

ウナクール高齢者

15154.033(1.542)

若年者

2193.300(1.368)

ヘパリーゼ高齢者

4263.400(1.653)

若年者

2552.833(1.392)

サイン一致（

6

件法）

商品親和性


